
振動が激しい場所、噴水などにより
浴室・サウナなどの高温多湿な場所、

照明器具には寿命があります。

保守・点検を行っている場合においても、

常時水のかかる場所、浴室・サウナなど
の高温多湿な場所、長期間積雪のある
場所、水中、腐食性ガスなどが発生する
場所、海岸隣接地帯では使用しない。

長期間振動のある場所、腐食性ガス
の発生する場所では使用しない。

設置して8～10年経つと、外観に異常が
なくても内部の劣化は進行しています。
点検、交換をおすすめします。

耐用限度を超えて使用した場合は、発煙、
発火、感電に至る場合があります。



本体の取付穴に落下防止金具、ワッシャー、アンカーボルト(非付属)を通し、

落下防止金具の取り付け方向に注意してください。

落下防止金具

右図の指定方法で本体に落下防止ワイヤーを
取り付けてください。
(落下防止ワイヤーが本体溝に通りづらい場合
 は、ワイヤーを傷付けないように注意しなが
 ら先端を軽くつまんで通してください。)
施工に不備がありますと、器具落下の原因と
なります。

右図の様にフックを落下防止金具に確実に引っ掛けてください。

フック

落下防止ワイヤー

※LED照明器具の光源寿命は60,000時間です。(照明器具の寿命とは異なります。)

定格入力電流
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● 口出し線と電源線の結線を行ってください。防水ジョイントボックスの使用、または
 口出し線外径φ9.2および電源線外径に適合した防水中継コネクタの使用を推奨します。
　ジョイントボックスまたは中継コネクタを使用しない場合は自己融着性のテープ で結線部
   各端末を絶縁処理した後に、下図の様にシース(外被)部からシース部までテーピングし、
　さらに絶縁性のテープで巻き上げ、絶縁処理、防水処理を十分に行ってください。
  (口出し線の接続は電気設備技術基準の省令第7条、および同解釈12条に従ってください。)
　※不十分な場合は電線からの浸水による絶縁不良、不点灯、感電の原因となります。

　　　

電源線の接続方法

電源線(非付属)

口出し線(1.5m)
[L(黒)、N(白)]

アース線(緑)

ケーブルグランド

自己融着テープ
および絶縁テープ

※自己融着性のテープはシース部から
　シース部まで1往復以上テーピングし、
　防水処理を行ってください

器具側口出し線

電源線

　　アース線はD種接地工事を行ってください。● 
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